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仲田   ､ 中井夏子､ 門間正子､ 城丸瑞恵
札幌医科大学保健医療学部看護学科
＜連絡先＞ 仲田   ：〒         札幌市中央区南 条西  丁目 札幌医科大学保健医療学部看護学科
看護系 年制大学 年生 対 ､ 毛髪技能士 協力 得   化学療法 脱毛 体験  患者       関  授業 行  ｡ 授業 ､ 化学療法 脱毛 体験  患者 気持 ､ 脱毛時 頭皮 状態､ 頭皮・
頭髪   方法､ 医療用         講義､        着用演習  構成   ｡ 学生 記載  授業  意見・感想 内容 分析  結果､ 学    ､ 【脱毛 体験  患者 気持   理解・
関心 高  】【新      知識 習得】【     対  認識 変化】【脱毛・     関  以前 浅 認識状況  気  】【看護 生   今回 体験・知識習得】【          可
能性  気  】      ､    【授業 対  良好 評価】   授業評価 関        
抽出   ｡ 学生   授業     看護 活用   知識習得 他､ 楽  情緒的体験    患者     可能性 自 考     能動的 学  得   ｡     ：脱毛､     ､     ､ 看護学生､ 学                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             ：                                              .        .   －  (    )
報 告












Ⅱ. 授業 概要 . 授業 目的：  化学療法   脱毛 体験  患者 理解 ､ 脱毛 対  基本的       理解  ｡ . 対象学生： 看護系 年制大学 年生 . 授業準備：     会社医療     毛髪技能士 事前 話 合 ､ 授業 目的    確認  ｡ 認定
看護師    専門看護師 教育課程  異    ､
基本的 知識 教授    ､ 学生          興味 湧   ､ 患者 声 紹介 ､     着用演
習 含     申 合   ｡ . 開催時期・授業参加方式：多  基本的 看護専門科
目 開講    年前期終了間際 ､ 本授業 開催  ｡  看護 関   ､  年前期 総論､ 緩和     時
間 授業 終了    ｡ 本授業 履修単位時間 含   ､ 自由参加   旨 事前 学生 周知  ｡ . 授業内容：授業 患者 相談 受  毛髪技能士   行   ｡   化学療法 脱毛 体験  患者 声 
男女別 資料 基  紹介  ､   後化学療法 脱毛 生  頭皮 状態､ 基本的 頭皮・頭髪   脱毛 
生    際    留意点 (適  時間帯      
剤 選 方､       仕方)  根拠､ 医療用       関  講義 約  分行   ｡     着用演
習 約  分実施 ､ 教員 最初     装着       ､   後希望学生 試着  ｡            ・     ､        ・巻毛､ 白髪 茶
髪､ 男性用 含    種類  準備  ､       
   含   名 学生 演習       ｡
Ⅲ. 研 究 方 法 .    収集方法：授業終了後無記名自記式質問紙 受
講学生 配布 ､ 学内   投函   回収  ｡ 質問
内容 ①     受  教育 中      頭皮      聞        ､ ②  授業  患者 
関  上 役 立    新  知識・情報 得        ､ ③     試着   ､ ④授業     感想・意見  点 ､   版用紙 用  ｡ 質問紙回収
期間 ､     年 月  日授業終了後  日     ｡ .    分析方法：質問①～③ 単純集計 行  ｡ ④ 記載内容     質的帰納的分析 行 ､ 記載文章 意味   文節 分 意味 損        化 ､
類似内容      命名  抽象化 繰 返 ､               抽出  ｡ 分析 共同研究者
間 話 合  重    進 ､ 妥当性､ 適応性､ 一貫
性 確保 努  ｡ . 倫理的配慮：研究趣旨､ 個人情報 保護､ 不利益     ､ 協力 任意性､ 質問紙返信   協力同意      ､ 結果 社会的公表    文書 口頭 説明  ｡ . 用語 定義： ｢学 ｣     
将来人間性   看護者    行動 構成  認知構
造 影響 及   思   知識・情報・思考 獲得   ､ 気   含 ｡





学生 感想 言 合 ､   学生 顔  笑顔 見     ｡ . 質問紙集計結果 年在籍学生  人中授業参加者   人 ､ 授業後質問紙 配布     人   回収率     (  人)､ 有効回答
率         ｡ 集計結果 表  示 ｡ 教育 中     ・頭皮      聞       学生  割 ､   
人全員 役 立    新  知識情報 得  回答  ｡
演習      試着  学生 約半数   人    ｡ . 授業 対  感想・意見記載 分析結果
質問④ 記載内容 分析  結果､ 学  関               ､ 授業評価 関               抽出   ｡     表  示 ｡ 以下    
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   結果 述  ｡   【 】     ､〈 〉       ､ ｢ ｣  学生 記載   ｡ ) 【脱毛 体験  患者 気持   理解・関心 高  】




〈    知識 深  〉〈習得   正  頭皮・    方法〉〈認知  自己     方法 間違 〉         抽出   ｡ 講義   学生 自身     方法 間違  気  ､ 自分     知識 吸収    ｡ ) 【     対  認識 変化】         抽出   ｡ 学生  ､ ｢不自然｣    〈     対  以前 悪     〉    ｡   演習中､ ｢         安心｣ ｢自然 驚  ｣   〈印象深        予想 超  自然 〉 ､
〈良好      着用感〉､ ｢    痛   ｣   
〈細部  考慮         驚 〉 体験 ､            ｢良 方向  変   ｣  〈      肯定的 意識 変化〉 生    ｡ ) 【脱毛・     関  以前 浅 認識状況  気  】         抽出   ｡ 学生 化学療法   
脱毛     知     ､ ｢      考       ､   人   気持  辛     程度   考         ｣  ､   意識 薄   以前 自分 振 返    〈縁遠   脱毛体験患者  注目〉｡           情報 知 機会 乏     
〈    情報  疎遠   日常  気  〉 得   ｡ ) 【看護 生   今回 体験・知識習得】         抽出   ｡ 将来 看護 向  
〈得 知識・体験 患者  関   活用可能  予想〉  ､ 得 知識 実習 〈看護   活用   頭皮・     方法〉 認識    ｡       着用体験   ｢『         』   話      ｣  ､〈患
者 脱毛・     情報提供      自覚〉 得   ｡ ) 【          可能性  気  】         抽出   ｡     着用 有無 
関   ､ ｢     楽   ｣ ｢心身      大     自分 合    探  作         素













実践      ､   際 自分 十分 理解               謙虚  (謙遜)      必要     )｡   不十分  気   ､ 今後成長 期待   学
生    必要    考    ｡
学生    ､           目立             ､ 不自然       印象       ､








①教育 中     ・頭皮      聞          (   )   (   )
②授業  役 立    新  
知識・情報 得       (   )  (  )
③     試着      (  . )   (  . )
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患者 自己実現    希望”  ) 誘発      考    ｡ 学生    心 育 機会 得    言      ｡   学  先行  ､ 講義 【脱毛 体験  患
者 気持   理解・関心 高  】､ 次 演習 【     対  認識 変化】 生    ｡ 認知学習 情意学
習 効果的 融合     ､   患者 心理・社会面  理解 深   ､    心 刺激        伺   ｡ 学習 順序性 学  大  影響要因       示唆   ｡
飯野   ) ､ 看護学生      看護 特徴的 治療  看護 加 ､ 特 患者 心理・社会面 情報 統合  理解 適切 看護介入 学習 求    領域        ｡ 今回 授業 ､   看護 中  化学療法   副作用 一 ､ 脱毛 体験  患者       限局    ｡    学生   限局   内容  ､ 脱毛 
生  患者 体験  心理状態 社会的孤立 推察 可能 介入   能動的             ､ 飯野  必要     看護領域  学習 小範囲     程
度達成       考  ｡
以上､ 学生 学     考察   ､ 今回試  授業 ､   看護 中  非常 限局  領域 焦点 当    ｡   看護 多分野    知識・技術・熟練性   深 洞察 求    領域   ｡ 何      教材
化 ､ 学生 如何  学  促  ､ 今後 検討 基礎看
護教育      看護学 構築 進    必要   ｡
Ⅵ.        
本授業 自由参加方式       約 割 学生 参
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